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〜田川地区”明るい農村”稲作り体験農園事業〜
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芦
北
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
11
月
25
日
（
木
）
に
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竣
工
し
た
建
物
は
、
旧
芦
北
事
業
所
の
使
用
し
な
く
な
っ
た
焼
却

炉
や
煙
突
等
を
解
体
し
、最
新
設
備
を
備
え
た
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド（
一

時
保
管
所
）
施
設
と
し
て
新
た
に
建
設
し
た
も
の
で
す
。

　

旧
施
設
は
昭
和
53
年
に
建
設
さ
れ
、
昨
年
ま
で
稼
働
し
て
き
ま
し

た
が
、町
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
示
さ
れ
た
、２
つ
の
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
田
浦
事
業
所
と
旧
芦
北
事
業
所
）
の
一
元
化
を
実
現
す
る
た
め
の

拠
点
施
設
と
し
て
建
設
し
ま
し
た
。
国
の
交
付
金
制
度
を
有
効
に
活

用
し
、
総
事
業
費
約
２
億
９
千
６
０
０
万
円
を
投
じ
、
総
床
面
積
約

９
３
０
㎡
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
２
階
建
て
の
建
物
と
、
家
具
類
や
布

団
な
ど
を
細
か
く
す
る
破
砕
機
１
台
、
ガ
ラ
ス
や
陶
器
類
を
粉
々
に

砕
く
破
砕
機
１
台
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
併
用
で
き
る
計
量
器
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
し
た
。

　

建
物
の
１
階
は
、
一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
の
持
込
み
用
の
施
設

で
建
物
内
に
乗
用
車
な
ど
で
乗
り
入
れ
、
効
率
よ
く
資
源
ご
み
を
分

別
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
階
は
、
収
集
ご
み
の
搬

入
用
と
破
砕
機
２
台
を
設
置
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

芦 北 町 清 掃 セ ン タ ー 落 成 ！

▲ 完 成 し た ２ 階 建 て の ス ト ッ ク ヤ ー ド （ 一 時 保 管 所 ）

芦
北
町
文
化
祭

熊本県町村会創立９０周年記念セミナー  　

11
月
16
日
（
火
）、
熊
本
県
町
村
会
の

創
立
90
周
年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
が
く
ま
も
と

県
民
交
流
館
パ
レ
ア
（
熊
本
市
）
で
開
催

さ
れ
、
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
東
京
大
学
の
大
森
彌

わ
た
る

名
誉
教
授

が「
地
域
主
権
改
革
と
町
村
の
こ
れ
か
ら
」

と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
大

森
教
授
は
、「
都
市
は
生
き
て
い
く
術
を

持
っ
て
い
な
い
。
日
本
の
本
当
の
力
は
、

農
山
漁
村
に
あ
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
30
日（
土
）、31
日（
日
）の
２
日
間
、

平
成
22
年
度
芦
北
町
文
化
祭
が
し
ろ
や
ま

ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
芦
北
町
吹
奏
楽
団

の
演
奏
、田
浦
祝
い
歌
保
存
会
に
よ
る「
祝

い
め
で
た
」
の
披
露
が
あ
り
、開
会
式
後
、

文
化
協
会
に
よ
る
発
表
会
が
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
郷
土
芸
能
、
子
ど
も
英
会

話
教
室
、
子
ど
も
茶
道
教
室
、
子
ど
も
舞

踊
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
青
少

年
の
主
張
発
表
が
あ
り
、
小
学
生
か
ら
高

校
生
の
７
人
が
「
将
来
の
芦
北
町
」
な
ど

の
テ
ー
マ
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
会
場
で
は
、町
民
講
座
や
趣
味
、

習
い
事
な
ど
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
書

道
、
絵
画
、
写
真
、
文
芸
、
園
芸
、
陶
芸
、

華
道
、
竹
細
工
や
小
中
学
校
の
書
道
・
絵

画
・
工
作
、
福
祉
施
設
等
か
ら
の
作
品
約

１
４
０
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
併
５
周
年
記
念
事
業
と
し
て

小
中
学
生
絵
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
を
行
い
、優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
児
童
・

　

11
月
３
日
（
水
、
文
化
の
日
）
の
文
化

講
演
会
で
は
、「
激
動
す
る
政
局
の
動
向

と
日
本
の
進
路
」
と
題
し
て
政
治
評
論
家

三
宅
久
之
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
歴
代
内
閣
の
政
治
の
裏
話

な
ど
を
つ
い
こ
の
間
あ
っ
た
出
来
事
の
よ

う
に
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
に
話
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
尖
閣
諸

島
で
の
漁
船
衝
突

事
件
の
話
や
現
政

権
へ
の
苦
言
な
ど

も
話
さ
れ
、
来
場

者
は
、
舌
鋒
鋭
い

話
に
聴
き
入
り
ま

し
た
。

文
化
講
演
会

　

ま
た
、「
あ
す

の
暮
ら
し
に
夢

を
」
と
題
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
県
内
の
町

村
長
代
表
と
し

て
竹
﨑
町
長
が

パ
ネ
リ
ス
ト
の

一
員
を
務
め
ま

し
た
。
そ
の
中

で
は
、
低
迷
が
伝
え
ら
れ
る
農
林
漁
業
の

振
興
、
高
齢
化
社
会
へ
の
課
題
、
今
後
の

地
域
主
権
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
﨑
町
長
は
、「
合
併
後
、
町
の
隅
々

の
声
が
役
場
に
届
か
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
心
配
の
声
に
対
し
、
解
消
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
の
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
を
残
せ
る

か
、
こ
の
一
点
に
絞
っ
て
各
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
場
に
訪
れ
た
参
加
者
に
、
本

町
の
大
関
山
湧

水
「
真
っ
清

水
」
と
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
、
町
の

Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま

し
た
。

▲パネリストとして参加した竹﨑町長
▶
本
町
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読

　
む
参
加
者

◀
熱
心
に
聴
き
入
る
参
加
者

▲郷土芸能「平生雷狂言」

▲子ども茶道教室

芦北町合併５周年記念小中学生絵画・作文コ
ンクール受賞者と高校生の特別表彰の受賞者

生
徒
へ
賞
状
を
贈
り
、
青
少
年
の
主
張
発
表

の
高
校
生
に
は
特
別
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

可燃物破砕機
不燃物破砕機

新 聞
ペットボトル

廃プラ

発砲

衣類
雑 誌

段ボール

ビン類

カン類

不燃物破砕機
　   バンカ 可燃物破砕機

　   バンカ

収
集
ご
み
仮
置
場
所

収
集
ご
み
仮
置
場
所

解体
作業

（茶碗・ビン類）（粗大ゴミ）

▶
２
階
平
面
図

▶
１
階
平
面
図

車両入口 車両出口

進行方向

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ

り
、
本
町
に
お
け
る
ゴ
ミ
の
再
資

源
化
が
今
ま
で
以
上
に
図
ら
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

※１２月１日から下記の名称に変更となりました。
旧　名　称 新　名　称

芦北町立清掃センター芦北事業所 芦北町清掃センター
芦北町立清掃センター田浦事業所 芦北町清掃センター田浦事業所

▲ 可 燃 物 破 砕 機

◀
１
階
内
部
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お魚上手にさばけたかな？

　１１月１３日（土）、芦北漁協で親子魚料
理教室が行われ、町内の親子１６人が参加し
ました。魚に触れる機会が少ない大人や子ど
もが増えていることから、魚料理に親しんで
もらおうと芦北漁協朝市部会が主催していま
す。参加者は、アジやヒラ、鯛、シラグチな
どの３枚下しに挑戦。漁師の方に教えてもら
いながら慣れない手つきで何匹もさばきまし
た。さばいた魚は、唐揚げやみそ汁などに調
理。調理した魚を参加者みんなでおいしくい
ただきました。

芦北町国際交流まつり

　１１月７日（日）、芦北町国際交流協会が国
際交流活動の PR などを目的に、ファーマーズ
マーケット「でこぽん」駐車場で第９回芦北町
国際交流まつりが開催されました。
　会場では、本町在住の ALT や研修員の方が
調理された料理などの販売や、外国人の日本語
弁論大会が行われました。また、大野小児童が
栽培したカンボジア募金米も販売。準備した５
キロの大野米３８袋を完売しました。この日の
益金はカンボジア学校建設に充てられます。

ペットボトルのキャップが
ワクチンに！

　湯浦中生徒会が、イオン八代ショッピングセ
ンターへペットボトルのキャップを届けまし
た。これは、キャップ８００個で１本（２０円）
が購入でき、NPO 法人エコキャップ推進協会
が実施している事業です。
　今回はキャップ２９１キロ（約１１万６千個）
が集まり、ポリオワクチン１４５人分となりま
した。この運動は、自分たちにもできる国際協
力として３年前から取組み、湯浦保育所、内野
小、湯浦小と協力して集められました。

城迫貫一さん
グランドチャンピオン受賞

　１１月５日（金）、熊本畜産流通センター（菊
池市）で第１８回ＪＡ熊本経済連肉畜枝肉共
励会が開催され、城迫貫一さん（宮崎区）が
肉牛の部のグランドチャンピオン賞を受賞さ
れました。
　城迫さんが出品した牛は、県内から出品さ
れた１２０頭の牛のなかで、枝肉の質が最も
高く評価され、１キロ７，０２０円の高値で
取引されました。城迫さんは、今回が初受賞
で、芦北町の畜産農家の受賞は、３人目、５
回目の受賞となりました。

で き ご と

古布に魅せられて

　１１月１３日（土）から２２日（月）まで
藤崎家住宅 赤松館 米蔵で、松の実会（藤崎
節子主宰）による「パッチワーク・キルト新
作発表会」がありました。
　松の実会は、田浦地区でパッチワークやキ
ルト制作を行っている団体で、今年で設立
１０周年記念として、作品２５点が展示され
ました。期間中は、町内はもとより町外から
も多くの人が訪れ、１，０００人を超える来
場者がありました。

芦北町海王塾が大活躍

　１１月２１日（日）、第３６回熊日学童オ
リンピック空手道競技大会が、県内３９団体
から４３５人が出場し、しろやまスカイドー
ムで開催されました。５・６年男子の部にお
いて芦北海王塾Ａが初めて総合優勝を果たし
ました。
◇１・２年
男子組手 ３位 海王塾 、女子組手 ３位 海王塾 
◇５・６年
男子 形 ２位 海王塾Ａ、組手 優勝 海王塾Ａ
女子 形 ３位 海王塾、組手 ３位 海王塾

クラシックギター演奏会

　日本のクラシックギター演奏の第一人者と
して知られている荘村清志氏が１１月７日

（日）、藤崎家住宅 赤松館で演奏会を行いま
した。文化振興の一環として教育委員会が主
催し、約１００人の来場者がギターの音色に
耳を傾けていました。
　また、町内の中学生にも一流の音楽に触
れ、豊かな感性を育んでもらおうと１１月８
日（月）には田浦中学校と佐敷中学校（佐敷
中生徒と大野中生徒合同）、１１月９日（火）
には湯浦中学校で演奏会が行われました。

のこった！のこった！

　１１月２３日（火）、未就学児童の健全な育
成と相撲の普及、底辺の拡大を目的に第１回七
浦ちびっこ相撲大会が交流センターで開催され
ました。JKA トレジャークラブ主催で、芦北・
水俣地域や宇土市などから８１人の参加があ
り、団体戦と個人戦が行われました。
◇団体 年少 優勝 芦北幼稚園、２位 淳光育児園、  
　　　　　 ３位 下田組
　　　 年中 優勝 淳光育児園、３位 芦北幼稚園、 
　　　 年長 ３位 淳光育児園
◇個人 年少 優勝 林田 大和、 ２位 森永 黄太

で き ご と
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　一般会計とは、基本的
な行政サービスを提供す
るための経費を計上した
会計です。歳入は前年度
と比べて 3 億 7,534 万円
減少（前年度比 3.4％減）
となりました。起債の抑
制に伴う町債借入額の減
少と町税の減収が主な原
因です。

　歳出は前年度と比べて 2
億 2,915 万円の減少（前年
度比 2.2％減）となりまし
た。町有施設整備基金の積
立により総務費が増加した
ものの、地域資源活用総合
交流促進施設の建設完了に
より農林水産業費が減少し
たこと、農業集落排水事業
会計への繰出金の減少によ
り衛生費が減少したことが
主な原因です。

一 般 会 計 の 決 算 状 況

●魅力的な地域づくり
人材育成支援事業　619 万円
町民講座運営事業　438 万円
芦北町まちづくり支援事業　757 万円
●人にやさしい快適なまちづくり
インフルエンザ予防接種事業　2,860 万円
検診事業　3,922 万円
老人公衆浴場入浴料助成事業　1,313 万円
生活支援ハウス管理運営事業　1,893 万円
食の自立支援事業　685 万円
障害者自立支援給付等事業　2 億 8,983 万円
地域活動支援センター支援事業　740 万円
自立支援医療費 ( 更生医療 ) 給付事業　1,998 万円
障害者 ( 児 ) 相談支援事業　532 万円
重度心身障害者医療援助事業　4,513 万円
障害者福祉手当援助事業　927 万円
介護基盤緊急整備特別対策支援事業　5,250 万円
芦北町社会福祉協議会支援事業　3,088 万円
地域福祉等推進特別支援事業　690 万円
保育所運営委託事業　2 億 9,009 万円
開所時間延長促進支援事業　1,928 万円
子ども医療費助成事業　5,138 万円
児童手当支給事業　1 億 2,505 万円
消防施設整備事業　779 万円
災害対策事業　1,257 万円
治山事業　836 万円
湯北都市下水路整備事業　7,215 万円
急傾斜地崩壊対策共同事業　1,786 万円
小田浦地区浸水対策事業　2,000 万円

計石地区浸水対策事業　728 万円
白岩地区浸水対策事業　814 万円
河川改良事業　1,350 万円
自然災害防止事業　1,372 万円
浄化槽設置費助成事業　4,112 万円
ごみ収集・運搬事業　3,607 万円
循環型社会形成推進事業　5,715 万円
公営住宅改修事業　8,373 万円

●生きがいある働き場づくり
農山漁村活性化プロジェクト支援事業　1,333 万円
強い農業づくり支援事業　2 億 3,510 万円
中山間地域等直接支払事業　4,385 万円
用排水路改良費助成事業　1,665 万円
芦北水俣広域営農団地整備共同事業　2,604 万円
農道舗装原材料支援事業　889 万円
芦北地区県営排水対策特別事業　945 万円
芦北町木造住宅建築費助成事業　1,290 万円
林道舗装原材料支援事業　1,754 万円
間伐等森林整備促進対策支援事業　1,790 万円
林道整備事業　2,192 万円

漁港整備事業　2 億 319 万円
漁港海岸消波ブロック設置事業　4,396 万円
牛の水漁港整備事業　1,375 万円
商工業振興事業支援事業　1,013 万円
特別雇用対策事業　2,314 万円
●豊かな心の人づくり
小中学校情報通信教育推進事業　1 億 3,132 万円
公立学校施設耐震化事業　3,842 万円
スクールバス運行事業　3,515 万円
岩崎グラウンド整備事業　1 億 1,113 万円
田浦地区文化施設整備事業　3 億 853 万円
文化財維持管理事業　1,114 万円
花岡地区文化財調査事業　3,283 万円
●生活を支える基盤づくり
町道改良事業　1 億 356 万円
町道瀬戸線改良事業　1,596 万円
町道白木松生線改良事業　820 万円
町道改良交付金事業（鶴木山線）　2,718 万円
町道下り口線改良事業　4,706 万円
地籍調査事業　1 億 1,089 万円
地方バス路線維持事業　3,713 万円
テレビ共聴施設デジタル化支援事業　2,593 万円
●効率的な行政組織づくり
定額給付金給付事業　1 億 4,300 万円
公共施設耐震診断調査事業　1,437 万円	

一 般 会 計 の 主 な 使 い み ち

　　   歳  出
103 億 7,737 万円

議会費
1 億 2,077 万円

商工費
2 億 9,477 万円

消防費
3 億 8,366 万円

教育費
13 億 3,816 万円

土木費
7 億 4,385 万円 衛生費

10 億 1,738 万円

民生費
23 億 7,694 万円

総務費
16 億 1,225 万円

公債費
13 億 5,569 万円

農林水産業費
11 億 2,403 万円

災害復旧費
987 万円

　　   歳  入
107 億 9,791 万円 地方譲与税

1 億 3,899 万円

使用料及び手数料
2 億 1,087 万円

繰入金
8,300 万円

分担金及び負担金
1 億 4,257 万円

繰越金
5 億 6,674 万円

町税
14 億 9,180 万円

地方交付税交付金
47 億 1,745 万円

国庫支出金
12 億 5,936 万円

県支出金
10 億 2,492 万円

町債
6 億 9,687 万円

諸収入・財産収入等
2 億 2,891 万円

地方消費税交付金等
2 億 3,643 万円

小田浦排水機場

海浦漁港

平成２１年度　　決　算
芦北町は健全で安定した財政運営を行っています！

　芦北町の財政状況は、財政健全化法の基準を大幅にクリアしており健全財政を保って
います。
　昨年度１年間の行政サービスの結果である決算が、９月定例会の審議を経て承認されましたので、その
あらましを皆さまにお知らせします。
　財政公表は、皆さまに納めていただいた町税や手数料等の使い道について、毎年６月と１２月の年２回
お知らせするものです。
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　特別会計とは、特定の事業を展開するにあたって、それぞれの事業収入で独立採算を原則とし
て運営する会計のことです。
　特別会計の歳入総額は６２億３，２５５万円で、前年度と比べて５億４，９３１万円減少

（８．１％減）しました。歳出総額は５７億９，６１０万円で、前年度と比べて５億６，８５０万円
減少（８．９％減）しました。老人保健事業から後期高齢者医療事業へ制度が切り替わり、歳出
規模が縮小したのが主な要因です。

会計名称 歳入 歳出

国民健康保険事業（事業勘定） 34 億 7,610 万円 31 億 9,549 万円

国民健康保険事業（直診勘定） 5,238 万円 5,238 万円

老人保健事業 1,821 万円 1,821 万円

介護保険事業 19 億 6,030 万円 18 億 2,070 万円

簡易水道事業 8,068 万円 6,900 万円

農業集落排水事業 2 億 2,043 万円 2 億 2,043 万円

生活排水処理事業 5,638 万円 5,638 万円

町有温泉事業 1 億 1,025 万円 1 億 1,025 万円

奨学資金貸付事業 2,767 万円 2,378 万円

後期高齢者医療事業 2 億 3,015 万円 2 億 2,948 万円

合計 62 億 3,255 万円 57 億 9,610 万円

特 別 会 計 の 決 算 状 況

健 全 化 判 断 比 率 及 び 資 金 不 足 比 率

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、平成 19 年度決算から健全化判断比率及
び資金不足比率の公表が義務付けられました。
　この法律は、財政破綻を未然に防ぎ、また、財政が悪化している団体の早期健全化を促進するた
めに作られています。公表する指標は、町の赤字の状況や借入金等の負債の状況を示したものです。
この指標が、一定の基準を超えた場合は、町の行政運営を行ううえで様々な制限が設けられます。
　芦北町の健全化判断比率は下表のとおりです。すべて早期健全化基準を下回っており健全な状態
にあります。また、資金不足比率についてもすべての企業会計において資金不足額はありません。

指標 芦北町 早期健全化基準 財政再生基準 指標の説明

実質赤字比率 赤字なし 14.17% 20.0% 一般会計等（一般会計・温泉会計・奨学資金会
計）の赤字の程度を示した指標です。

連結実質赤字比率 赤字なし 19.17% 40.0% 芦北町の全会計の赤字の程度を示した指標で
す。

実質公債費比率 8.0% 25.0% 35.0% 過去 3 年間の借入金返済額の大きさを示した指
標です。県内市町村平均は 13.6％です。

将来負担比率 23.4% 350.0%
借入金や将来支払っていく可能性のある負担等
の大きさを示した指標です。県内市町村平均は
79.4％です。

　４つの指標のうち１つでも早期健全化基準を超えた場合は、「財政健全化計画」を定めなければ
なりません。また、将来負担比率を除く３つの指標のうち１つでも財政再生基準を超えた場合は、「財
政再生計画」を定めなければなりません。

事業名 芦北町 経営健全化基準 指標の説明

水道事業会計 資金不足なし

20.0% 公営企業における資金の不足額の大きさ
を示した指標です。

簡易水道事業会計 資金不足なし
農業集落排水事業会計 資金不足なし
生活排水処理事業会計 資金不足なし

●健全化判断比率

●資金不足比率

●各指標の対象となる会計等範囲

一般会計
普通会計

特別会計 公営事
業会計

一部事務組合
広域連合

地方公社
第三セクター

実
質
赤
字
比
率

●各基準を１つでも超えると次のような義務
が課せられます

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

早期健全化基準 財政再生基準

◉自主的な改善努力
による財政健全化

・財政健全化計画の策
定（議会の議決）、外部
監査の要求の義務

・計画の実施状況を毎
年度議会に報告し公表

・早期健全が著しく困
難 と 認 め ら れ る 場 合
は、総務大臣又は県知
事が必要な勧告

◉国・県の関与によ
る確実な再生

・財政再生計画の策定
（議会の議決）、外部監

査の要求の義務
・災害復旧事業を除き、
国の同意を得た財政再
生計画に基づかない起
債を制限

・財政運営が計画に適
合しないと認められる
場合等においては、予
算の変更等を勧告

（土木費）
道路や河川の整備に
３６，７６４円

（総務費）
魅力的なまちづくりや
効率的な行政経営に
７９，６８４円

（衛生費）
ごみ処理や病気の予防に
５０，２８３円

（商工費）
商工業や観光の振興に
１４，５６９円

（消防費）
消防活動や防災の経費に
１８，９６２円

（農林水産業費）
農・林・水産業の振興に
５５，５５４円

（公債費）
借金の返済に
６７，００４円

（民生費）
高齢者・障がい者・子育てに
１１７，４７９円

（議会費）
議会関連経費に
５，９６９円

（教育費）
小・中学校や図書館、
生涯学習活動に
６６，１３７円

（注）住基人口２０，２３３人（平成２２年３月３１日現在）で算出しています。

町 民 １ 人 あ た り に 置 き 換 え る と
　平成２１年度の決算の数字を、少しでも身近に感じてもらうため、町民１人あたりに換算し
てみました。町民１人あたりの歳出決算額は「５１万２，８９３円」で、１人あたりの町税額は

「７万３，７３１円」となり、税負担の約７倍の行政サービスが提供されています。

皆さんの為に
使ったお金
 ５１万２，８９３円

町がいただいたお金
７万３，７３１円

町民１人あたり

（災害復旧費）
被災した道路・河川等
の復旧経費に
４８８円

6,232,550,000



●募集：１２月〜１月１４日（金）
●写真は横サイズ●展示は１００作品程度※応募者多数の場合は抽選となります。
●詳しくは肥薩おれんじ鉄道 HP で http://www.hs-orange.com   　おれんじ鉄道　　検  索
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青
年
海
外
協
力
隊

宮
本
武
蔵
さ
ん
西
ア
フ
リ
カ
「
ガ
ー
ナ
共
和
国
」
か
ら
の
お
便
り

　

こ
ん
に
ち
は
、
皆
さ
ん
お
元
気
で
し
ょ
う
か
？　

　

ガ
ー
ナ
へ
来
て
１
年
と
半
年
が
過
ぎ
、
活
動
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

６
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
雨
期
と
は
い
い
な
が
ら
も
、
次
第
に

雨
も
減
り
、
遂
に
来
る
か
と
乾
期
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。

今
回
は
私
の
協
力
隊
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
プ
ロ
ネ
ッ
ト
ノ
ー
ス
と
い
う
ガ
ー
ナ
人
が
運
営
し
て

い
る
現
地
N
Ｇ
O
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ネ
ッ
ト
ノ
ー
ス

は
、
地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
専
門
に
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、
村

落
を
対
象
に
井
戸
や
ト
イ
レ
の
建
設
、
小
口
金
融
、
災
害
対
策
、
女

子
の
就
学
・
進
学
率
の
向
上
な
ど
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
は
そ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
員
と
し
て
活
動
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
組
織
自
体
の
能
力
の
向
上
を
目
指
す
と
い
う
こ

と
で
、
組
織
開
発

を
担
当
し
、
同
僚

と
共
に
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
情
報
セ

ン
タ
ー
の
整
備
及

び
資
料
の
追
加
、 

ス
タ
ッ
フ
全
て
に

共
通
す
る
業
務
の

改
善
・
提
案
・
指

導
、 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
広
報
に

関
係
す
る
素
材
作

成
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

情
報
セ
ン
タ
ー
と
は
、
プ
ロ
ネ
ッ
ト
ノ
ー
ス
が
作
成
ま
た
は
所
有

し
て
い
る
地
域
開
発
に
関
す
る
資
料
や
文
書
な
ど
を
一
カ
所
に
ま
と

め
、
そ
れ
ら
を
外
部
の
人
々
が
自
由
に
閲
覧
・
利
用
し
、
地
域
で
共

有
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
た
場
の
こ
と
で
す
。
実
際
の
活
動
は
事
務

所
内
の
文
書
整
理
か
ら
始
ま
り
、
分
類
表
作
成
、
分
類
、
そ
し
て
情

報
セ
ン
タ
ー
へ
の
文
書
移
動
と
、
同
僚
と
一
緒
に
段
階
を
踏
み
な
が

ら
進
め
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
資
料
の
定
期
的
な
整
理
と
追
加
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
は
業
務
管
理
と
い
う
こ
と
で
、
事
務
所
を
離
れ
る
際
の
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
へ
の
外
出
詳
細
の
記
入
の
徹
底
や
、
出
張
後
に
提
出
す

る
レ
ポ
ー
ト
の
様
式
を
作
成
・
提
案
し
、ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
レ
ポ
ー

ト
提
出
の
勧
奨
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
週
に
一
度
の
朝
礼
、
月

に
一
度
の
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
に
関
係
し
た
素
材
作
成
で
す
が
、
掲
示
用
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
作
成
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
組
織
が
こ
れ
ま
で
に
携
わ
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
ま
た
は
現
在
進
行
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
写
真
や
図

を
用
い
て
説
明
・
紹
介
し
た
も
の
で
、
そ
れ
を
事
務
所
内
の
公
共
の

場
に
掲
示
し
、
訪
問
者
等
へ
対
し
組
織
を
周
知
さ
せ
よ
う
と
し
た
も

の
で
す
。

　

こ
れ
ら
が
現
在
の
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。最
初
の
一
歩
、

継
続
、
そ
し
て
定
着
と
、
何
事
に
も
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
な
ん
と
か
く
じ
け
ず
に
や
っ
て
い
ま
す
。
残
り
６
か
月
と
、
活

動
期
間
も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
ま
す
が
、
最
後
ま
で
、
何
か
一
つ

で
も
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
自
ら
探
し
出
し
、
同
僚
と
共
に
よ
り
よ

い
組
織
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

民生委員・児童委員の改選のお知らせ
　民生児童委員および主任児童委員の改選が行われ、下記の方々が厚生労働大臣から委嘱されました。
地域住民の皆さまの相談相手となり、福祉行政とのパイプ役として社会福祉増進のために活動されま
す。なお、守秘義務がありますので、相談者のプライバシーは守られます。お気軽にご相談ください。

おれんじ鉄道に作品を展示してみませんか？

沿線の笑顔を集めよう！【車内展示期間：１２月下旬〜２０１１年３月中旬】

　おれんじ鉄道では、” 動く美術館 ” として１２月下旬から５月まで、列車内に作品を展示します！展
示作品として沿線の人々の様々な楽しい写真や、子どもたちの絵画を募集します。あなたの自慢の作品
を ” 動く美術館 ” で発表しませんか？

　「我が子・我が孫自慢」として、沿線の子どもたちの元気いっぱいの写真を募集します。また「おれ
んじ鉄道人情路線」として、沿線の元気なおじいちゃん、おばあちゃん、学生、団体、グループなどの
写真も募集します。地域を元気にする笑顔を届けてください！

応 募 方 法 お 問 い 合 わ せ ・ 応 募 先
●応募者の氏名●写真の方のお名前●住所●電話番号を明
記して下の①〜③のいずれかの方法でご応募ください。

①デジカメのデータをアドレスにメールで送付 ②デジ
カメのデータを入れたフロッピーディスク、ＣＤ、ＤＶ
Ｄ等の記録媒体を郵送 ③写真を郵送（ただし引き伸ば
した際に画質が粗くなることがあります）※送付された
データ・写真等は返却しませんのでご了承ください。

●Ｅメールアドレス
　koutsuutaisaku@pref.kumamoto.lg.jp
●郵送
〒８６２−８５７０
熊本市水前寺６丁目１８−１
　肥薩おれんじ鉄道沿線活性化協議会
　（熊本県交通対策総室）

※子どもたちの絵画は、１２月〜１月に募集します。【車内展示期間：３月下旬〜５月】

動 くおれんじ鉄道　　美術館

作品募集 !!

▶
宮
本
さ
ん
が
同
僚
と
作
成
し
た
掲
示
用
の

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

県
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
１
月
イ
ベ
ン
ト

◆
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
行
こ
う

　

日
曜
日
に
人
気
の
体
験
教
室
を
実
施
し

ま
す
。
楽
し
い
体
験
が
目
白
押
し
で
す
の

で
、
多
数
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

▼
日
時
・
内
容

○
９
日　

裂
き
織
り

○
16
日　

リ
・
グ
ラ
ス
ア
ー
ト

○
30
日　

Ｕ
Ｖ
ビ
ー
ズ
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

※
時
間
は
①
10
時
か
ら
と
②
13
時
半
か
ら

の
１
日
２
回
で
す
。

▼
場
所　

県
環
境
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

▼
人
数　

午
前
、
午
後
そ
れ
ぞ
れ
20
人
ず

つ
（
裂
き
織
り
は
10
人
）
予
約
先
着
順

▼
参
加
料　

無
料

▼
そ
の
他　

裂
き
織
り
に
参
加
さ
れ
る
方

は
古
く
な
っ
た
ハ
ン
カ
チ
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

◆
「
わ
た
し
の
ま
ち
の
○
と
×
・ 

熊
本
」

環
境
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

展

▼
期
間　

１
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
２
月
18
日
（
金
）

＊
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　

県
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
６
２
）
２
０
０
０

氏　名 担　当　地　区
光永　新治 芦北
松村　悟 道川内
池田　里惠 乙千屋
日野　輝生 向町
平良　あき子 本町・上町
池田　久美 新町
小野田　桂子 花岡東
立迫　安信 花岡北・諏訪
中原　紀子 田川
楠原　昌美 桑原・八幡
中山　幹男 宮浦・伏木氏
法花津　正紘 松生・大尼田
立迫　正明 立川
橋本　敏雄 大岩１・２・永谷
岩本　正 岩屋川内・黒岩
田端　正子 吉尾・市居原
瀬口　秀子 箙瀬
中川　一美 上原・内木場
　木　守 海路・高田辺
宮本　芳子 白石・小口
告本　正継 告
才保　康葊 才木・長沢
木渕　ユキエ 塩浸・白木
坂本　富雄 本村・市野瀬・向原
勝田　清豪 中園・松生・国見

氏　名 担　当　地　区
竹下　純子 田浦１･ ２
村中　正和 田浦３･ ４

門田　文子
田 浦 町 １・ ２ の 一

部
岩田　喜美子 田浦町１の一部
中川　一裕 田浦町 2 の一部
吉野　利幸 田浦町３・４
藤田　ツギエ 小田浦１・２
岩本　省三 小田浦３・４
内田　まち子 小田浦５
垣添　富子 小田浦６・７
山下　孝 海浦１
髙野　信子 海浦２
嶋本　冨士雄 波多島
濱田　辰喜 井牟田１・２
山下　靜枝 横居木
下田　義治 鶴木山
山下　平四郎 計石西
江島　茂松 大丸団地・計石東
松﨑　忠 白岩
金子　勲子 椛島・山崎

溝内　成男
川 原・ 駅 通 り・ 龍
宮団地

氏　名 担　当　地　区
田口　福江 福浦・沖
釡　春雄 大崎・釜・小崎
藤井　みち子 平生
山﨑　貢 湯浦東
尾上　伸一 湯浦北
池松　サチ子 橋本・山川
倉本　一之 湯南団地
釡　ヒサ子 栫・道園
稲光　成夫 寺川内・寺川内団地
熊迫　敏子 馬場・広瀬団地
村添　政幸 米田
坂本　兼道 丸山
坂口　健一 豊岡・大川内西

宮島　一六
大 川 内 東・ 大 川 内
南・尾奈古

前田　隆章 高岡・元大川内
池田　隆一 古石

峯　　良子
田浦地区

（主任児童委員）

塔尾　美紀
佐敷・吉尾地区

（主任児童委員）

本山　洋子
湯浦・大野地区
( 主任児童委員）
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　平成２３年度及び平成２４年度において、芦北町が発注する建設工事における競争入札に参加しようとする
建設業者で、熊本県内に主たる営業所を有する方は、下記により、必要な書類を提出してください。
◎申請の手続
１　申請方法
　　（１）電子申請
　　　　　インターネットが利用可能な場合は、熊本県・市町村電子申請受付システム「よろず申請本舗」
　　　　（http://www.shinseihonpo.kumamoto-idc.pref.kumamoto.jp) により申請してください。
　　（２）持参または郵送
　　　　　国土交通省統一様式等により提出書類を添えて申請してください。
　　（３）提出先　　　芦北町役場　総務課　管財係（２階）
２　申請の受付
　　（１）受付期間　　 平成２３年１月１１日（火）から平成２３年２月１０日（木）まで（土・日・祝日を除く）
　　　　　　　　　　※郵送の場合は、２月１０日（木）の消印有効
　　（２）受付時間　    午前９時 〜 正午、午後１時 〜 午後５時
　　（３）提出書類　　入札参加資格審査申請書、営業所一覧表、希望工事業種表、経営事項審査結果通知書、
　　　　　　　　　　  建設業許可証明書、商業登記簿謄本（法人）または身分証明書（個人）、納税証明書（電
　　　　　　　　　　  子申請 の場合は、市町村税のみ）、印鑑証明書、使用印鑑届、工事経歴書、ISO 規格の
　　　　　　　　　　  登録証、委任する場合委任状、受領（認定通知）用封筒・ハガキ（ハガキのみも可）、
　　　　　　　　　　  業者カード（独自様式、芦北町ホームページに掲載）
３　提出書類　
　　（１）電子申請の場合
　　　　　「よろず申請本舗」の「入札参加者資格審査提出書類一覧」に掲げる書類をＡ４ファイ ル綴じ（色
　　　　指定なし）で提出してください。
　　　　※封筒及びファイル表紙に「電子申請済」と明記のうえ提出してください。
　　（２）持参および郵送の場合
　　　　　提出書類を A ４ファイル綴じ（色指定なし）で提出してください。
４　その他
　    （１）提出された書類に不備がある場合は、受付できませんので十分ご注意ください。
        （２）有効期間は、平成２３年４月１日から平成２５年３月３１日までとします。
＊お問い合わせ　総務課　管財係　☎８２−２５１１（内線２１５）
　　　　　　　　芦北町ホームページアドレス　http://www.ashikita-t.kumamoto-sgn.jp

平成２３・２４年度
芦北町競争入札参加者資格審査申請書（県内工事業者）の定期受付を行います 芦北町まちづくり支援事業花苗等配布の実施について

　花による美しいまちづくりを推進するため、町内各区を対象に花苗等の配布が行われました。
　今回は、秋植えのパンジーを中心とした花苗やチューリップの球根、プランターなどを申請のあっ
た２３区に配布しました。各区では、住民の創意工夫による「花の名所づくり」が行われました。
　町では、次年度以降も、美しいまちづくりを進めるため花苗等の配布を行う予定ですので積極的な
事業活用をお願いします。

　                                                                     
                         ＊お問い合わせ　 　企画財政課 まちづくり推進係　☎８２−２５１１（内線２５２）

ノロウイルスによる胃腸炎に注意しましょう！

　毎年、寒い時期になると全国的に流行するのが、「ノロウイルス」による胃腸炎です。「ノロウイルス」
は感染力が強く、保育所や学校、高齢者福祉施設などで発生すると集団感染になることがあります。

【「ノロウイルス」による胃腸炎の症状】
吐き気、嘔吐、下痢、腹痛、軽い発熱など
※症状には個人差があり、感染していても発症しない場合や軽い風邪のような症状の場合もあります。

【「ノロウイルス」の感染経路】
ほとんどが経口感染であり、以下のような感染様式が考えられます。
①「ノロウイルス」が含まれるふん便や嘔吐物から人の手を介しての感染
②家庭・共同施設など人同士の接触する機会が多いところで人から人への直接感染
③調理を行う者が感染しており、「ノロウイルス」に汚染された食品を食べて感染　など

【「ノロウイルス」の感染予防対策】
①調理前・食事前・トイレの後に石鹸で十分に手を洗う
②食品は十分に加熱する（中心温度８０℃以上で１分間以上の加熱）
③調理器具等を次亜塩素酸ナトリウム（塩素系漂白剤）で消毒する　など
　
　「ノロウイルス」に効果のある抗ウイルス剤はありませんので、治療は症状を和らげる対症療法に
限られます。また、予防するためのワクチンもありません。よって、より感染を防止していく必要が
あり、一人ひとりが予防対策を徹底していくことがとても重要です。日頃から予防対策を心掛け、感
染予防に努めましょう。 ＊お問い合わせ　　保健センター　☎８６−０２００

保健センターだより

歩道枠に設置されたポット（花西区）花苗の植え込み作業（向町区）

芦北町グリーンカーテンコンテスト
　本町では、地球温暖化の防止や快適な生活空間の創造を目的にグ
リーンカーテンコンテストを開催したところ、２２点の応募があり
ました。町環境審議会委員を中心に審査を行い、１１月１５日（月）
の表彰式において竹﨑町長から賞状と副賞が贈られました。

（株）リュウショウ 佐 敷 小 学 校 佐敷小学校４年１組

入賞者（敬称略）
　１位　（株）リュウショウ　　２位　佐敷小学校　
　３位　佐敷小学校４年１組
　特別賞　山下登、楠本重義

授賞式に参加された受賞者の皆さん
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お 知 ら せ

　

平
成
22
年
度
調
理
師
業
務

       

従
事
者
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

就
業
し
て
い
る
調
理
師
は
、
法
に
基
づ

き
２
年
ご
と
に
就
業
地
等
に
関
す
る
届
出

が
必
要
で
す
。

▼
対
象　

平
成
22
年
12
月
31
日
現
在
、
調

理
師
免
許
を
有
し
県
内
で
調
理
業
務
に
従

事
し
て
い
る
方

▼
届
出
用
紙
の
設
置
場
所　

水
俣
保
健

所
、
県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

▼
提
出
期
限　

平
成
23
年
１
月
15
日
㈯

▼
提
出
先　

水
俣
保
健
所　
　
　
　

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
５
２

　

応
募
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
を
も
と

に
、
校
名
案
候
補
を
選
定
し
、
県
教
育
委

員
会
へ
報
告
し
ま
す
。
校
名
案
は
最
終
的

に
県
教
育
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

▼
応
募
数　

２
５
０
件
（
有
効
応
募
数
）

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
地
区
新
設
高
校
開
設
準
備
室

　
（
熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校
内
）

　

☎
（
６
３
）
１
２
６
１

   

水
俣
地
区
新
設
高
校
の

　
　
　
　
　
　
校
名
募
集
結
果

　

県
で
は
、
１
月
か
ら
３
月
の
第
２
日
曜

日
に
特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日
曜
日
労
働
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

▼
１
月
９
日
㈰　

労
働
時
間
、
休
日
・
休

暇
（
年
休
な
ど
）
に
関
す
る
相
談

▼
２
月
13
日
㈰　

未
払
い
賃
金
（
未
払
い

残
業
代
な
ど
）
に
関
す
る
相
談

▼
３
月
13
日
㈰　

解
雇
、
退
職
勧
奨
・
退

職
、
退
職
金
に
関
す
る
相
談

▼
相
談
時
間
帯　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

▼
相
談
方
法
は
来
所
、
電
話

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　
　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
２
）
３
６
１
３

町関係主要施設 休　館　日 備　　　　　　考

御立岬温泉センター 12 月 29 日（水）〜 12 月 30 日（木）12 月 31 日（金）は、12:00 〜 20:00 まで営業

御立岬公園 12 月 29 日（水）〜 12 月 30 日（木）

マリンハウス 12 月 28 日（火）〜 12 月 30 日（木）12 月 31 日（金）は、宿泊予約者のみ

物産館肥後うらら 1 月 1 日（土） 12 月 31 日（金）は、8:00 〜 17:00 まで営業

たばくまん 12 月 31 日（金）〜 1 月 1 日（土） 12 月 31 日（金）は、おせちの引渡しのみ

芦北海浜総合公園 12 月 29 日（水）〜 1 月 1 日（土） 1 月 2 日（日）は、先着 50 人にローラーリュージュ
招待券をプレゼント

大野温泉センター 1 月５日（水）〜 1 月６日（木） 12 月 31 日（金）は、16:00 まで営業
1 月 2 日（日）は、9:00 〜 21:00 まで営業

ヘルシーパーク芦北 1 月 1 日（土） 12 月 31 日（金）は、18:00 まで営業

計石温泉センター 1 月 1 日（土） 12 月 31 日（金）は、18:00 まで営業

湯浦温泉センター 1 月 1 日（土） 12 月 31 日（金）は、18:00 まで営業

し ろ や ま ス カ イ ド ー
ム、交流センター 12 月 27 日（月）〜 1 月 3 日 ( 月） 1 月 4 日（火）は、9:00 〜 17:00 まで開館

5 日（水）から通常どおり開館

温泉プール 12 月 27 日（月）〜 1 月 1 日（土）
1 月 2 日（日）は、10:00 〜 17:00 まで開館
3 日（月）は休館日
4 日（火）から通常どおり開館

岩崎グラウンド 12 月 29 日（水）〜 1 月 3 日 ( 月）

星野富弘美術館 12 月 29 日（水）〜 1 月 1 日（金）

年 末 年 始 の 業 務 案 内

お 知 ら せ

の
無
料
パ
ス
ポ
ー
ト
◎
優
秀
賞
（
各
部
門

ご
と
に
２
点
）
図
書
券
３
０
０
０
円
分
と

１
年
間
の
無
料
パ
ス
ポ
ー
ト
◎
審
査
員
特

別
賞
（
各
部
門
ご
と
に
３
点
）   

図
書
券

２
０
０
０
円
分
と
１
年
間
の
無
料
パ
ス

ポ
ー
ト
（
入
賞
作
品
は
、
当
美
術
館
に
展

示
し
、
公
表
す
る
予
定
で
す
）

▼
応
募
先　

〒
８
６
９-

５
５
６
３　

        

芦
北
町
大
字
湯
浦
１
４
３
９-

２　

　
　
　

 

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館

＊
お
問
い
合
わ
せ

　
　

星
野
富
弘
美
術
館

　
　

☎
（
８
６
）
１
６
０
０

●
地
域
振
興
事
業

　

町
内
に
お
い
て
活
動
し
、
本
町
の
地
域

産
業
の
振
興
や
地
域
住
民
等
の
自
主
的
な

地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
事
業
等
に

関
す
る
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り
組
み
を
考
え
て
い
る
団
体

で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

▼
対
象
事
業　

①
地
場
特
産
品
等
を
活

　

用
し
た
新
製
品
の
開
発
②
物
産
・
観
光

　

フ
ェ
ア
③
人
材
育
成
、
地
域
間
交
流
等

　

▼
申
請
期
限　

平
成
23
年
１
月
21
日
㈮

●
環
境
技
術
研
究
開
発
事
業

　

水
俣
病
の
発
生
に
よ
っ
て
経
済
的
・
社

会
的
に
深
刻
な
影
響
を
受
け
た
地
域
の
株

式
会
社
や
そ
の
他
の
法
人
、
ま
た
は
、
当

該
地
域
と
の
連
携
が
可
能
な
大
学
、
短
期

大
学
、
高
等
専
門
学
校
が
、
環
境
配
慮
型

の
研
究
開
発
を
行
う
場
合
に
一
定
の
条
件

を
満
た
す
と
、
そ
の
事
業
の
費
用
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

▼
対
象
事
業　

①
省
エ
ネ
、低
公
害
性
、

　

廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
等
に
関
す
る
研

　

究
や
開
発
②
エ
コ
フ
ェ
ア
や
環
境
シ
ン

　

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等

　

▼
申
請
期
限　

平
成
23
年
１
月
11
日
㈫

＊
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　

企
画
財
政
課　

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
２
５
２
）

　
　

平
成
23
年
度
　（
財
）
水
俣
・

　
芦
北
地
域
振
興
財
団
助
成
事
業

　
の
募
集

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
や
精
神
科
の
病
気
で

困
っ
て
い
る
ご
本
人
・
ご
家
族
・
関
係
者

の
方
か
ら
の
精
神
保
健
福
祉
相
談
を
行
っ

て
い
る
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
、
移
転
に
伴
い
平
成
23
年
１
月
４
日
よ

り
以
下
の
と
お
り
連
絡
先
が
変
わ
り
ま

す
。

▼
新
住
所　

熊
本
市
月
出
３
丁
目
１-

120

（
熊
本
県
立
大
学
隣
り
）

▼
相
談
・
診
察
予
約
電
話　

　

０
９
６
（
３
８
６
）
１
１
６
６　

▼
相
談
受
付　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
業
務
代
表
電
話　

　

０
９
６
（
３
８
６
）
１
２
５
５

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
９
）
６
４
０
１　

   

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
移
転
の
お
知
ら
せ

　
く
ま
も
と
の
木
で
つ
く
っ
た

　 

木
製
遊
具
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す

　

熊
本
県
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、
木
の

ぬ
く
も
り
を
肌
で
感
じ
、
木
に
親
し
み
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、「
幼
児
教
育
、

保
育
、
子
育
て
支
援
活
動
の
た
め
、
乳
幼

児
の
集
団
を
対
象
と
し
て
使
用
す
る
団
体

及
び
グ
ル
ー
プ
等
」
を
対
象
に
、
委
託
業

者
を
通
じ
て
、
県
産
の
ヒ
ノ
キ
と
ス
ギ
で

つ
く
っ
た
積
み
木
セ
ッ
ト
な
ど
の
木
製
遊

具
の
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

子
育
て
支
援
ワ
ー
カ
ー

ズ 

ぺ
ぺ
ぺ
ぺ
ら
ん

　

☎
０
９
６
（
３
３
７
）
０
４
５
０

   

日
曜
日
労
働
相
談
の
お
知
ら
せ

　
　
就
職
活
動
の
た
め
の

　
　
　
　
応
募
書
類
作
成
指
導

　

県
で
は
、
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
毎
週

末
（
土
曜
日
・
日
曜
日
）
に
就
職
活
動
の

た
め
の
応
募
書
類(
履
歴
書
、
職
務
経
歴

書
、
添
え
状)

作
成
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

▼
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
程
度

▼
持
参
す
る
も
の　

応
募
書
類
の
下
書

き
、
応
募
先
の
求
人
票
（
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
不
要
）

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　
　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
２
２
２
４

田浦子育て支援センター   1 月の行事
　１１日（火）〜１３日（木）　昔遊びを楽しもう
　２０日（木）　絵本読み聞かせ講演会
　２４日（月）〜３１日（月）鬼の面（節分）を作ろう
　２７日（木）　身体測定・誕生会
※支援センターは未就園児と保護者の方どなたでも利用で
　きます。気軽においでください。
◆センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　９時３０分〜１２時　１４時４５分〜１７時１５分
＊お問い合わせ　田浦子育て支援センター（田浦保育所内）
　☎８７−００３４

▼
応
募
規
格　

①
八
つ
切
り
サ
イ
ズ
（
27 

cm
×
38 

cm
）

以
下
で
あ
れ
ば
、
作
品
の
大
き
さ
は
問
い

ま
せ
ん
。

②
画
用
紙
（
縦
横
自
由
）
に
絵
を
描
き
、

詩
ま
た
は
文
章
を
必
ず
添
え
て
く
だ
さ

い
。塗
り
残
し
が
あ
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

（
画
材
は
色
鉛
筆
、
ク
レ
ヨ
ン
、
水
彩
絵

の
具
、
マ
ー
カ
ー
、
サ
イ
ン
ペ
ン
な
ど
自

由
で
す
。）

③
作
品
の
裏
に
作
品
名
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・
学

年
を
記
入
し
た
紙
を
必
ず
貼
り
付
け
て
く

だ
さ
い
。

④
１
人
何
作
品
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
必

ず
１
作
品
ご
と
に
③
の
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

⑤
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
応
募

作
品
全
て
の
権
利
は
主
催
者
へ
帰
属
し
ま

す
。

⑥
創
作
作
品
と
し
ま
す
。（
星
野
富
弘
作

品
の
文
章
を
模
倣
し
た
も
の
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
）

▼
テ
ー
マ　

な
し
（
植
物
・
花
・
果
物
・

動
物
な
ど
自
由
）

▼
募
集
締
切　

１
月
31
日
㈪
必
着
（
郵
送

ま
た
は
持
参
）

▼
募
集
部
門　

 
小
学
生
の
部
・
中
学
生

の
部
・
高
校
生
の
部
・
一
般
の
部

▼
賞　

◎
最
優
秀
賞
（
各
部
門
ご
と
に
１

点
）   

図
書
券
５
０
０
０
円
分
と
１
年
間

   

星
野
富
弘
美
術
館
公
募
展

　
　
　
　
　
　
詩
画
作
品
募
集



　  死亡日          亡くなられた方　     年齢　　　区　

　１１.　 １　   一田　チヅ子　    　７７ 　   市野瀬
　１１.　 ９　   白﨑　ヤエ子　    　８２ 　   白木
　１１. １０　   杉　　和美　　　    ７４ 　   小田浦４
　１１. １０　   松本　脩　　　    　８６ 　   花岡西
　１１. １１　   山崎　博臣　　    　４３ 　   田浦１
　１１. １１　   草野　重喜　　　    ７８ 　   國見
　１１. １２　   塩竹　二義　　    　８７ 　   大野
　１１. １２　   木坂　一孝　　    　９４ 　   白木
　１１. １３　   白樫　伸行　　    　７１ 　   古石北
　１１. １４　   大﨑　ヤメ　　    　８５ 　   女島西
　１１. １４　   山本　末次　　    　７８ 　   小田浦２
　１１. １５　   松本　清　　　    　８０ 　   芦北
　１１. １７　   田邊　信吉　　    　８３ 　   海浦２
　１１. ２３　   杉村　キヌエ　    　９９ 　   花岡西
　１１. ２３　   甲斐　ノリ子　    　７２ 　   上町
　１１. ２４　   渕上　壽美枝　    　９３ 　   湯浦北
　１１. ２６　   告松　ヨシモ　　    ８４ 　   東告
　１１. ２７　   坂本　みち　　　    ８７ 　   向町
　１１. ２９　   平山　フジノ　    　８４ 　   米田
　１１. ２９　   村田　イト　　　    ９６ 　   平生
　１１. ２９　   田中　喜一　　    　８７ 　   波多島
　

広報あしきた　16

●お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０芦北警察署からのお知らせ

平成２２年１２月１日（水）
〜平成２３年１月３日（月）までの３４日間

●お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

芦北消防署からのお知らせ 火事と救急は１１９

　これからの季節、ますます寒くなり、火を取り扱う機会が多くなってきます。

　そこで、次のことに注意しましょう。

「冬季の火災予防ポイント」

17　広報あしきた

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

井川　七
な な み

海　   １０．２２        女　    伸一郎　　　沖
中野　晶

あ こ

心　   １０．２２        女　　了　夫　    道川内西
山口　叶

かな

　　   １０．２５        女　　智　樹　　海浦２
渕本　絢

あ や か

香　   １０．２９        女　　利　治　　花岡東
村田　梨

り こ

誇　   １０．３０　    女　　龍之介　　計石西
出口　卓

た く と

澄　   １０．３１        男　　智　章　　豊岡
米本　健

け ん と

人　   １１．  １        男　　隆　穂　    道川内西
添島　悠

ゆ う と

人　   １１．  ５        男　　圭　介　    道川内西
中尾　羽

は の か

々香   １１．１４        女　　啓　介　    湯南団地
平松　樹

い つ き

來　   １１．１５    　男　　和　重　    横居木
吉尾　彩

い ろ か

花　   １１．２２　    女　    裕次郎　    吉尾
永野　よつは   １１．２４　    女　　陽一朗　    海浦２

人 口　　　２０，１９１人　    （ー８）
男 　　　　９，４０３人　　（ー２）
女 　　　１０，７８８人　　（ー６）

65 歳以上　　　　７，０８５人　　（ー４）
高齢化率　　　　　３５．１％　　（±０）
世 帯 数　　　７，６５１世帯 　   （±０）

人口のうごき（H22.12.1 現在）　　  　（　）内は前月比

お 誕 生 日 お め で と う
H22.11.1 〜 11.30 受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
　ご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す
H22.11.1 〜 11.30　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

草
む
ら
に
虫
の
音
す
だ
く
駅
ポ
ス
ト
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
　
道
子

秋
陽
射
す
ベ
ン
チ
に
老
い
ら
ひ
と
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
あ
き
え

病
室
の
夕
ど
き
鳩
の
覗
き
い
る
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
峰
子

秋
の
田
の
穂
波
が
ゆ
れ
て
刈
る
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
令
二

木
犀
が
近
間
に
あ
る
か
暮
れ
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
　
茂

【
町
民
講
座
】

乳
色
の
夜
霧
お
ぼ
ろ
に
た
む
ろ
せ
り
尊
き
も
の
の
顕た

た
む
静
寂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
﨑
　
久
子

秋
晴
に
海
を
見
な
が
ら
歩
む
時
鯔ぼ
ら

の
ジ
ャ
ン
プ
に
元
気
わ
き
く
る
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
上
　
洋
子

こ
の
頃
の
稲
刈
風
景
機
械
の
み
動
い
て
人
の
か
げ
見
あ
た
ら
ず
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
田
　
功
子

霜
月
に
黄
砂
来
た
り
て
う
す
暗
し
日
本
の
未
来
暗
示
す
る
ご
と
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
　
澄
子

別
府
行
き
棚
湯
に
浸
か
り
見
る
夜
景
山
の
彩
い
ろ
ど

り
い
ま
は
鎖と

ざ

さ
れ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
田
み
の
ぶ

【
田
浦
短
歌
会
】

餅
搗
か
ず
な
り
た
る
臼
が
庭
隅
に
小
さ
き
睡
蓮
の
花
育
て
お
り
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
芳
子

白
菜
を
植
え
し
ば
か
り
を
掘
り
返
す
土
竜
の
対
策
あ
れ
こ
れ
す
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
満
田
　
圭
一

い
つ
し
か
に
小
さ
く
な
り
し
老
い
母
に
吾
が
名
を
問
え
ば
声
な
く
笑
う
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
良
子

枕
辺
に
掛
け
し
カ
レ
ン
ダ
ー
終
と
な
り
待
つ
に
あ
ら
ね
ど
正
月
の
く
る
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
本
ナ
ミ
エ

鮮
や
か
な
黄
金
の
花
を
あ
ふ
ら
せ
て
コ
バ
ン
セ
ン
咲
く
小
春
日
の
庭
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
キ
ミ
子

俳

柳

短

歌

○ストーブは電源を切って給油し、給油缶のふたはしっかり閉める！
・燃料タンクのふたの閉めつけが不完全で、ストーブに灯油をこぼし、出火し
た事例が数多く発生しています。

○ストーブの近くに燃えやすいものを置かない！　
・カーテンの近くでストーブを使ったり、ストーブの上に洗濯物を干していま
せんか？また、ストーブのそばで殺虫剤等のスプレー類を使用するのも危険で
す。

○コンセントの差し込みのチェック！
・コンセント等にプラグが完全に差し込まれていないと、たまったほこりや湿
気等により出火の危険性があります。

○タコ足配線をしない！
・タコ足配線やコードを束ねて使用すると、コードが発熱し火災になる恐れが
あります。

年末年始の特別警戒
活動が実施されます！

年末年始の警戒活動期間

平成２２年１２月２０日（月）
　　〜１２月３１日（金）までの１２日間

特別警戒活動期間

★運動重点★

・金融機関、コンビニ等対象強盗事件の防止

・自転車盗、万引き及び空き巣等侵入盗の防止

・子どもと女性の犯罪被害防止



〒
869-5498　

熊
本

県
葦

北
郡

芦
北

町
大

字
芦

北
２

０
１

５
TEL  0966-82-2511

／
FAX  0966-82-2893

http://w
w

w
.ashikita-t.kum

am
oto-sgn.jp

発
行

日
／

平
成

２
２

年
１

２
月

９
日

発
　

行
／

芦
北

町
　

　
編

集
／

総
務

課
２

０
１

０

12
月

　N
o.72 ■  日 時　　 　　　  　　　　　　　　　　　　　  午前１０時スタート

※町内の予定通過時間
　馬出野三叉路：午前１１時１０分頃　
　勤労者福祉会館前（向町）：午前１１時４０分頃
　地域活性化センター：午後０時２０分頃

第７回 芦北町音楽祭

■ 期　　日　
■ 時　　間　午後１時開場　午後１時３０分開演
■ 場　　所　しろやまスカイドーム
■ 入場料　（前売り券）高校生以上１, ０００円　小中学生５００円
　　　　 　（当日券）　  高校生以上１, ５００円　小中学生７００円
■ チケット販売所　生涯学習課、社会教育センター、
　　　　　　　　　しろやまスカイドーム、各出張所、商工観光課

 オープニング ♪芦北町吹奏楽団
【出演団体】

♪託麻西小学校
♪合志中学校
♪三和中学校
♪熊本工業高等学校
♪ FIRE STATE Brass & Percussion Corps

沿道からのご声援
よろしくお願いします！

スタート　　　　　フィニッシュ（ゴール）

水俣市役所　　　　芦北町地域活性化センター▶ 

第６1 回熊日三太郎駅伝競走大会

＊お問い合わせ　　生涯学習課　生涯学習係　☎８７−１１７１（内線１４５）

平成２３年１月２３日（日）　

平成２３年１月９日（日）

県内の吹奏楽団５団体による吹奏楽コンサートとフロアドリルをお楽しみください

（旧農村環境改善センター）


